
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育目標 

○ 深く考え行動し、すすんで学ぶ生徒 

○  心身ともに健康で、 

日々躍進をめざす生徒 

○ 情操豊かで、 

創意・工夫につとめる生徒  

令和６年１１月２８日発行 小樽市立向陽中学校 第８号 TEL 0134-23-8158 

 

「夢」の達成に向けて 
 

小樽市立向陽中学校長 山 﨑 徹 也  
 

今年の月別カレンダーも残り１枚となりました。冬日を迎えた日もあり、本格的な冬の到来を感じま

す。 

さて、春から３年生から２年生、１年生と校長と生徒一人一人との面談を校長室で実施しています。

その中で、将来の夢をしっかりと描いている子と、そうではない子がいます。まだ中学生ですから、自

分の将来を見据えることは難しいのかもしれませんが、興味のあることや自分の適性から、「こんなこ

とをしてみたい」と、漠然としたものでも夢があってほしいなと感じています。 

目標（夢）がある人の行動は、そうではない人と比べ違いがあります。夢の達成のためには何が必要

で、今、自分はなにをすべきか、そして、動くのか動かないのか。 

まずは、自らを見極めることが大切でしょう。 

例えば、プロ野球選手になりたいという夢があったとしたら、中学生の段階では何が必要でしょうか。

今年、メジャーリーグで５０‐５０を達成するなど活躍した大谷選手は、高校生の時に、どの段階で何

を達成しているかという明確な目標をもっていました。ですから、高校生の段階では何をすべきかを理

解し、その努力していたのだと思います。 

大切なのは、自分自身が現段階での自分をしっかりと見つめること。体も出来上がっていないのに、

プロと同じことをしては体を壊してしまいます。筋力など地道に身に付けていく必要があります。 

そこで邪魔をするのが、自分に見栄を張ること。自分ができないこと、理解できていないことを他人

に知られたくなくて、できないこと、わからないことをそうではないように見せたり、隠したりするこ

と。そして、自分に対してすら、そうすること。 

勉強であったなら「さあ、がんばろう」と一念発起した際に、多くの生徒が現在所属している学年の

教科書の内容に手をつけようとします。これは、筋力がついていないのに、筋力のある人と同じ内容の

練習をしようとしているのと似ています。わからなくなった箇所までもどって、着実に力をつけていく

ことが大切です。もし、小学生の九九でつまずいていたなら、そこに戻るべきだと私は思います。戻る

ことのできる人は、自分をしっかり見つめ、努力できる人です。中学生の今なら、小学生だったころに

わからなかったことでも、多くのことが理解できるようになっているはずです。  

「できないのだから、できるようになるために戻ること」は、全く恥ずかしいことではありません。

「時間がかかる」と思うかもしれませんが、わからないことに時間を費やし悩んでいることの方が時間

を無駄に消費すると私は思うのです。勉強もスポーツも、積み重ねです。土台ができていなければ、そ

の上に積み重ねたものは簡単に崩れます。 

残りは、計画です。目標達成のための時期を計算し、1 カ月、１日にどれだけ進めたらよいのかを目

に見えるよう視覚化することが大切です。今日、計画通り進まなかったら、明日にでも遅れを取り返そ

うとするでしょう。計画づくりは、早ければ早いほど良い。計画を作る時間を惜しんではいけません。 

向陽中学校の生徒には、スコラノートという最強のアイテムがあります。活かさない手はありません

よ。 

 

 

 

 

自主・躍進・創造 



向陽中学校へようこそ！ 

～新入生体験入学～  
 

１０月３１日に奥沢小学校の６年生を迎え

て新入生体験入学を行いました。中学校生活全

般について全体説明を行った後、校内を見学し

つつ各学年の授業を行っている教室に入り、中

学校の授業の雰囲気を体験しました。 

授業時間や教科指導などいろいろな面で小

学校生活とは違うところがあるとは思います

が、先輩方も先生方も４月に皆さんが入学して

くるのを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今月も向陽中生が活躍しました 
 

各種大会やコンクールなどで受賞の知らせ

が次々届くなど今月も文武両道にわたって活

躍しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

小樽音読カップに出場しました 
 

 １１月９日に市民会館で行われた「小樽音読

カップ」に、１年生が本校を代表して出場しま

した。落ち着いた口調で、大変よい音読でした。 

 

小中一貫教育推進に向けて 
 

 本校では、奥沢小学校と小中一貫教育に向け

た取組を進めていますが、先日、奥沢小公開研

究会に全教員で参加し、研修を深めてきました。 

 来月１１日には本校の公開研究会に、奥沢小

学校の教員の皆さんが参加することとなって

おり、小中一貫教育に向けさらに取組を進めて

いきたいと思います。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行 事 予 定  

日 曜 学校行事等 

１ 日  
２ 月  
３ 火  
４ 水 小樽潮陵高校生インターンシップ① 

奥沢小・向陽中いじめ防止サミット 
５ 木 小樽潮陵高校生インターンシップ② 

全校集会 
PTA 役員推薦委員会 18:30 

６ 金  
７ 土  
８ 日  
９ 月 職員会議 
10 火  
11 水 向陽中公開研究会 

※２年のみ５時間授業（他４時間） 
12 木  
13 金  
14 土  
15 日  
16 月 スクールカウンセラー来校日 
17 火  
18 水  
19 木 小樽桜陽高校生インターンシップ 
20 金  
21 土  
22 日  
23 月 大掃除 
24 火 終業式 
25 水 冬休み～1/13 
26 木  
27 金  
28 土 学校閉庁日 
29 日 年末休日・学校閉庁日 
30 月 年末休日・学校閉庁日 

31 火 年末休日・学校閉庁日 

 

 

 

 

○第４３回全国中学生人権作文コンテスト

小樽地区大会 

  審査委員賞 「性について考える」３年生 

  入 選 「言葉の壁」    ３年生 
 

○市立小樽文学館学生短歌コンクール 

  佳作 ２年生 

「通学路 解体工事 後の現場 静けさ 

の中 川と鳥の声」 
  

○新人バドミントン選手権大会 

  小樽地区大会ｼﾝｸﾞﾙｽ 優勝 １年生 

  小樽・後志代表決定戦ｼﾝｸﾞﾙｽ １位 １年生 

（小樽・後志地区１位で全道大会出場） 
 

○小田柿杯新人バレーボール大会 
  男子 朝里中学校(拠点校) 3 位 

 

  


